
soramado family にお届けする

● OBさんにインタビュー　● 

VOL.06

2014.08月号

sora の おと ♪

家を作る時、その家自体は勿論ですが、
　一緒に作る会社やスタッフの人柄も
　　　気になるところかと思います♪
「ソラマドのスタッフは、どんな人？」
そこで企画したのが、「ソラマドファミリ
ーの皆さんと鈴木剛を語る会」。OBの皆さ

● こどもがのびのび遊べるお家 ●

先日、ＯＢさんのお家にお邪魔させていただきました♪

今回のお家は、羽生市のＷさま邸☆今年の1月に完成を
迎え、住んでから約半年。ご近所でも、ママ友の間でも
　  話題になっているという魅力満載のお家です。

Ｗさまのお家は、とにかく遊び心が沢山！遊び心というと
少し飛びぬけていて、私の家ではできないかも・・と真似
しにくいものもありますが、こちらのお家は暮らしに自然
　     と溶け込んでいるのも魅力のひとつです♪

まずは、子どもたちが元気に走り回れるＬ字型のデッキ☆
　　　　　　　　　　　　　　（上部写真左）

デッキには、ハンモックも
あるんですよ♪更に更に、
部屋の中には、ブランコや
ボルタリングも♪公園に行
くより、遊び場所があるの
では?(笑)2階にはロフトや
隠れ家もあるのですが、
打ち合わせ中、皆のアイデ
ィアやイメージが広がって、
「ロフトにはボルタリングを登って、いくようにする？それで
降りるのは、消防士さんみたいな棒をつたって(笑)」「それだ
　とボルタリング制覇するまでずっとロフトいけないね(笑)」
「消防士用の棒は、夏場滑らないから痛そぉ～(笑)」など(笑)

お腹を抱える打ち合わせを重ね、最終
的にはしごが付きました(笑)２階への
上がり方は、はしごになりましたが、
想像力を働かせたからこそ出来た、
ロフトや隠れ家☆これから沢山遊んで
家での思い出が増えてくれると
　嬉しいです^^♪

鈴木とは、２年半お付き合いいただいており、誰よりも鈴木に詳しいお客様
(笑)そんなSさまから見た鈴木とは？　　　　　　　　　　　　　　　　

まずは、当社で一番最初のソラマドの施主さまとなる、
Sさまご夫妻です。埼玉一のソラマドマイスターです☆

んのご協力いただき、営業部長・鈴木剛につ

 いて語っ
 ていただ
 きました
(笑)soraの
おとでは、
その様子を

数回に分けて

ご紹介していきます♪

Q,どんな時に鈴木の人柄を感じましたか？

Sさま：それはやっぱり砂利と植栽ですね。(※外構の砂利・

植栽の作業を鈴木が一緒に行った話)トラックまで出してくれて、
植栽を一緒に買いに行ってくれましたね。作業は昼開始
のはずが、先に一人で黙々と進めてましたよ(笑) 
スタッフ：普通の営業じゃないなと改めて確信された時かもしれませんね(笑）

Q。一般的なイメージの営業の人とは、ちょっと違うと言

Sさまご夫妻

春日部のソラマドモデルハウスで開催

噂の鈴木

Sさまの
ソラマド☆

Sさま：それは“鈴木クイズ”ですね！工事中現場の構造などの写真を撮って「こ
れは何の為にやっているのでしょうか？」等クイズ形式にして、その答えを説明
会の時に監督に答えるというもの。あれは他にないと思う。デザインとかも確か
に大切なんですけど、やっぱり中の構造は建てちゃったら見えない分しっかりし
たかったので。その点、鈴木さんは元々技術職(大工・現場監督を経験)だから、
　　　　　　　　　凄く親身になってくれて技術屋の鈴木さんならではだと思っ
　　　　　　　　　たし軽い感じがなくて安心した。鈴木クイズ懐かしいですね。

　　　　　　　　　　凄く親身になってくれたし元々技術屋の鈴木さんならで
　　　　　　　　　　はだと思う。単なる営業の軽い感じではなくて安心した。　
　　　　　　　　　　　　

伝説の鈴木クイズは大好評だったようです☆
さて、次回は草加市Yさまの
　お話をご紹介します♪

そんなところもあり、　

Life-labo higashi saitama
        ogawahome  

Life-labo higashi saitama
kaneko kimie

ライフスタイリスト

            　　　　　毎日の中の、小さな楽しみを、
　        　　そっとすくって、みなさんにお届けするお便りです♪

　　  　　　　　雲ひとつない青空を見て、急にやる気がでたり♪

　　   　　朝からいそがしい小鳥たちのおしゃべりで、目が覚めたり♪

   　　　いつの間にか、芽を出した花をみて一日が気分よく過ごせたり♪

　 　　　　　些細なことだけれど、心がホッとあたたまるようなことを
家のことや暮らしのことを始め、日々のこと、それからソラマドのことも♪綴っていきます

お便りもお持ちしてます♪

われている鈴木ですが、どんな時にそう感じましたか？


